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はしがき

長谷川 成 一

本書は､平成15年度から17年度にかけての3年間にわたって､日本学術振興会科学研究

費補助金の交付を受けた研究の成果を示す報告書である｡研究課題の名称は ｢津軽氏城跡

の発展過程に関する文献資史料と遺物資料による研究｣(研究種目は｢基盤研究 (C)(2)｣､

課題番号は15520394)である｡研究代表者は弘前大学人文学部 ･大学院地域社会

研究科教授 長谷川成一､研究分担者は同人文学部助教授 関根達人である｡

本研究は､戦国末期以来､津軽地方において地域権力を形成してきた津軽氏 (当初は､

大浦氏を称する)の城跡の発展過程を､文献資史料と遺物資料によって解明しようという

ものである｡
たねさと おおうら はりこし

具体的には､各時期の支配の拠点としてきた､種里城をはじめとする､大浦城､堀越城､

そして弘前城などの城郭を､単なる個別の城郭として捉えるのではなく､その連続的な面

と非連続的な面を明確にすることによって､津軽氏城郭の歴史的発展段階とその特徴を把

握しようとする目的をもっ｡ つまり､文書 ･記録 ･絵図頬や城館跡から出土した陶磁器や

遺物を比較校合して､各城郭の特色と発展段階を跡づようとするものであった｡

以上のような研究の目的を達成するために､文献資史料については､弘前市立図書館､

弘前市立博物館､国立国文学研究資料館史料館､青森県史編さん室､青森県立郷土館､東

京大学史料編纂所､国立歴史民俗博物館､大阪城天守閣博物館､大阪市立歴史博物館など

へ出張し､各機関に収蔵されている基本的な文献資史料を調査･収集し､写真撮影をした｡

加えて､収集資史料の整理とデータベース化も実施した｡

遺物資料については､鯵ヶ沢町教育委員会､岩木町教育委員会､市浦村教育委員会､弘

前市教育委員会所蔵の陶磁器頬を､共通の基準で比較検討できるよう､整理 ･分類､集計

し､主要な資料に関しては写真撮影や実測を行った｡さらに､愛知県瀬戸市などへも出張

して､陶磁器頬の生産地側資料を調査した｡

上記のような目的と､3年間にわたる調査と資史料採訪の結果､本書に掲載した資史料

とデータ (第Ⅰ部)､各論文 (第Ⅱ部の長谷川･関根両名の論稿を参照されたい)の成果を

得ることができた｡調査 ･資料収集の過程では､多くの機関･個人の方々から多大のご協

力を賜った｡ここに改めて感謝申し上げたい｡また資史料のデータベース化や､各絵図写

真 ･遺物 ･陶磁器などの整理､ トレース図の製作においても､本学の大学院生 ･学部生諸

君の厚い協力を得たことを付け加えておく｡

本書において紹介した資史料やデータ､各論稿が､現在のそして将来の研究の基礎とな

ることを強く念願するものである｡
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